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１．受付事件の状況 

事件の表示 事 件 名 受付年月日 

広島県 

令和６年(調)第２号事件 

（広島県令和５年(調)第３

号事件への参加） 

養鶏場からの騒音・低周波音・悪臭被害防止請求

事件 
R６.６.14 

千葉県 

令和６年(調)第１号事件 薪ストーブ煙害被害防止請求事件 
R６.10.９

岩手県 

令和６年(調)第１号事件 駐車場からの大気汚染等被害防止請求事件 
R６.11.29 

群馬県 

令和６年(調)第１号事件 隣地事業場からの騒音等被害防止請求事件 
R６.12.10 

愛知県 

令和７年(調)第１号事件 駐車場からの騒音被害防止請求事件 
R７.１.17 

奈良県 

令和７年(リ)第１号事件 

一般廃棄物焼却処理施設移転等請求事件の調停

条項に係る義務履行勧告申出事件 
R７.１.20 

熊本県 

令和７年(調)第１号事件 工場からの悪臭被害防止及び損害賠償請求事件
R７.１.20 

大阪府 

令和７年(調)第１号事件 トラック騒音被害防止請求事件
R７.２.３ 

富山県 

令和７年(調)第１号事件 屋外遊技場からの騒音被害防止請求事件 
R７.２.６ 

神奈川県 

令和７年(調)第１号事件 近隣道路からの振動被害防止請求事件 
R７.２.10 
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２．終結事件の概要 

事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要  

山梨県 
令和６年（リ）
第１号 
 
[焼き栗販売店か
らの騒音被害防
止等請求事件の
調停条項に係る 
義務履行勧告申
出事件] 

山梨県 
住民１人 

食品販売
会社 

令和６年８月９日受付 
 
 
 
令和６年２月27日に調停が成立
した「山梨県令和４年（調）第
１号事件（焼き栗販売店からの
騒音被害防止等請求事件）」に
ついて、令和６年８月９日、申
出人から、調停条項第３項
（２）で定められた措置が講じ
られていないため、義務履行勧
告を求める申出があった。 

令和６年９月９日 
履行勧告 
 
 
知事は、審理の結
果、被申出人に義
務の履行について
勧告し、本件は終
結した。 

京都府 
令和５年（調）
第２号事件 
 
[エアコン室外機
からの騒音・振
動被害防止及び
損害賠償請求事
件] 

滋賀県 
住民１人 

介護事業
者 

令和５年７月10日受付 
 
 
 
（１）被申請人は、申請人に対
し、損害賠償として、金110万
円を支払うこと。 
（２）被申請人は、騒音振動対
策として、発生源を明らかにす
るとともに、エアコン室外機を
撤去するか、効果的な防音・防
振工事などの公害防止対策を行
うこと。 

令和６年10月25日 
調停打切り 
 
 
調停委員会は、４
回の調停期日の開
催等手続を進めた
が、合意が成立す
る見込みがないと
判断し調停を打切
り、本件は終結し
た。 

奈良県 
令和６年（調）
第１号事件 
 

奈良県 
住民１人 

株式会社 令和６年８月22日受付 
 
 
 

令和６年11月25日 
調停打切り 
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

[ビニールハウス
からの騒音被害
防止請求事件] 

被申請人所有のビニールハウス
に設置されている大型モーター
の運転を停止すること 

調停委員会は、１
回の調停期日の開
催等手続を進めた
が、合意が成立す
る見込みがないと
判断し調停を打切
り、本件は終結し
た。 

神奈川県 
令和６年（調）
第３号事件 

[近隣事業所か
らの騒音被害防
止及び損害賠償
請求事件] 

神奈川県 
住民１人 

建材資材
販売会社 

令和６年８月21日受付 

(1) 被申請人は、被申請人の事
業所から、申請人の居住地に
65dBを超える一切の騒音（トラ
ックの走行自体から発生する音
を除く。）を到達させてはなら
ない。
(2) 被申請人は、申請人に対
し、損害賠償として金員を支払
うこと。

令和６年12月10日 
調停成立 

調停委員会は２回
の期日を開催する
ことにより手続を
進め、調停委員会
から調停条項を提
案したところ、当
事者間の合意によ
り調停が成立し
た。 

滋賀県 
令和３年（調）
第１号事件 

[クリーニング
工場からの騒音
等被害防止請求
事件]

滋賀県 
住民1人 

クリーニ
ング会社

令和３年８月４日受付 

⑴ 被申請人は、被申請人本社
工場が発する騒音が申請人の自
宅において環境基準以下となる
よう対策をとること。
⑵ 被申請人は、被申請人本社
工場が発する低周波音が、申請
人の睡眠障害を起こさない程度
になるよう対策をとること。

令和６年12月16日 
調停成立 

調停委員会は、７
回の期日を開催す
ることにより手続
を進めた後、当事
者に対し、調停案
の受諾勧告行った
ところ、当事者双
方から受諾しない
旨の申出はなく、
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

当事者に対して合
意が成立したもの
とみなされた旨を
書面で通知し、本
件は終結した。 

大阪府 
令和６年（調）
第４号 

[排水管布設替工
事現場からの騒
音・振動被害防
止等請求事件] 

大阪府 
住民１人 

A町長
（排水管
布設工事
発注者） 

令和６年８月14日受付 

（１）被申請人は、騒音及び振
動について、正しい知識と理解
が行えるよう職員へ教育を施
し、問題発生時に適切な判断と
十分な対応ができ、かつ問題を
未然に防げるようにしなければ
ならない。
（２）被申請人は、騒音及び振
動について規制基準内にとどま
るだけでなく、個別の事情をも
って適切に対応できるよう、騒
音及び振動を適切かつ最適な方
法を用いて計測・記録・分析
し、それらをもって現場を改善
する体制を備え維持しなければ
ならない。加えて、これを可能
な限り軽減するよう防音シート
やパネル設置などの対策を講じ
なければならない。
（３）被申請人は、工事や作業
においては騒音や振動のモニタ
リングを実施し、それを記録
し、インターネットをはじめと
した方法をもって遅滞なく誰も
が閲覧可能な状態で公表しなけ

令和７年２月５日 
調停打切り 

調停委員会は、２
回の調停期日の開
催等手続を進めた
が、合意が成立す
る見込みがないと
判断し調停を打切
り、本件は終結し
た。 
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

ればならない。 
（４）上記措置が講じられるま
では工事や作業を中断しなけれ
ばならない。
（５）上記措置をとらない場合
は、１週間の猶予期間後、工事
や作業の一切を中止しなければ
ならない。

茨城県 
令和６年（調）
第２号 

[鉄道騒音・振動
被害防止等請求
事件] 

茨城県 
住民１人 

鉄道会社 令和６年６月24日受付 

(1)鉄道車両による騒音、振動に
よって充分な睡眠が確保できな
い。ストレス、精神的な苦痛の
除去を求める。
(2)車両スピードの減速により騒
音、振動の低減を実現させ、日
常生活環境の改善を求める。具
体的には、現在、申請人宅付近
を通過する下り列車を、上り列
車並の速度、騒音、振動とする
こと。
(3)列車走行により発生する騒音
や振動の正確なデータを取得す
ること。
(4)騒音、振動調査を専門機関に
委ねる。
(5)被申請人側で被害の現状を体
験する。
(6)被申請人側の発言の訂正、撤
回を求める。

令和７年２月12日 
調停打切り 

調停委員会は、２
回の調停期日の開
催等手続を進めた
が、合意が成立す
る見込みがないと
判断し調停を打切
り、本件は終結し
た。 
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

愛知県 
令和６年（調）
第２号事件 

[高等学校から
の騒音被害防止
及び損害賠償請
求事件] 

愛知県 
住民２人 

県教育委
員会、B
高等学
校、C高
等学校 

令和６年２月８日受付 

⑴ 被申請人らは、愛知県立Ｂ
高等学校、Ｃ高等学校より発せ
られる騒音をＡ市条例の規制基
準値以下にすること。体育館の
騒音は音量が低音量でも耳障り
な音質のため、建物の外に音が
漏れないようにすること。
⑵ 被申請人らは、⑴項の対策
が実施できるまで即刻屋外バレ
ーボールコートと校舎北側体育
館を使用しないこと。
⑶ チャイム、放送等の音量は
即刻敷地境界で、Ａ市条例が定
める規制基準値以下になるよう
にすること。
⑷ 楽器、太鼓、合唱、大声な
ど校内で発せられる音を敷地外
に漏らさないこと。やむを得な
い場合は、Ａ市の定める条例の
規制数値以下にすること。
⑸ 調停に係る費用を支払うこ
と。
⑹ 慰謝料を支払うこと。

令和７年２月13日 
調停打切り 

調停委員会は、３
回の調停期日の開
催等手続を進めた
が、合意が成立す
る見込みがないと
判断し調停を打切
り、本件は終結し
た。 
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

三重県 
令和６年（調）
第２号事件 

[金属建材製作工
場からの騒音・
悪臭・粉じん被
害防止及び損害
賠償請求事件] 

三重県 
住民２人 

金属建材
製作会社 

令和６年４月10日受付 

⑴ 被申請人は就業時間を８時
30分から17時15分までにするこ
と。
⑵ 被申請人は、騒音の規定値
を超過しないよう対策を講じる
こと。
⑶ 被申請人は、シンナー（悪
臭）や塗料（粉じん）が外部に
拡散しないよう対策を講じるこ
と。
⑷ 精神的苦痛に係る費用とし
て慰謝料を支払うこと。

令和７年２月14日 
調停成立 

調停委員会は、２
回の期日を開催す
ることにより手続
を進め、調停案の
受諾の勧告を行っ
たところ、当事者
双方から受諾しな
い旨の申出はな
く、当事者に対し
て合意が成立した
ものとみなされた
旨を通知し、本件
は終結した。 

広島県 
令和５年（調）
第２号 

[認定こども園か
らの騒音被害防
止請求事件] 

認定こど
も園 

広島県 
住民１人 

令和５年４月14日受付 

(1)申請人と被申請人において、
調停委員会の協力のもと、現在
の騒音 に関する事実関係（等
価騒音レベルの算定等） を確
認すること。
(2)事実関係を踏まえ、申請人と
被申請人の協議の上、騒音対応
策を決めること。

令和７年２月21日 
調停成立 

調停委員会は２回
の期日を開催する
ことにより手続を
進め、調停委員会
から調停条項を提
案したところ、当
事者間の合意によ
り調停が成立し
た。 
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

千葉県 
令和６年（調）
第１号 

[薪ストーブ煙害
被害防止請求事
件] 

千葉県 
住民２人 

不動産会
社 

令和６年10月９日受付 

被申請人が社屋内に設置してい
る薪ストーブの使用を止めるこ
と。 
使用を止めることができない場
合は、費用負担は双方応分のも
のとした上で、薪ストーブを撤
去すること。 

令和７年２月27日 
調停打切り 

被申請人が調停に
応じない態度を明
確に示しているた
め、調停委員会
は、これ以上手続
を継続しても合意
が成立する成立の
見込みがないと判
断し、期日を開催
せずに調停を打切
り、本件は終結し
た。 

東京都 
令和６年（調）
第１号 

[印刷機等からの
悪臭防止及び損
害賠償請求事件] 

東京都 
住民１
人、部屋
の共同使
用者 

印刷工場 令和６年９月30日受付 

（１）悪臭防止法の規制を超え
る悪臭を、敷地境界及び申請人
宅内に到達させないよう適切な
対策をとること。とりわけ夜間
の機械運転を含む作業を行わな
いこと。
（２）これまでの悪臭により生
じた健康被害に係る損害につき
相当の賠償をすること。

令和７年２月27日 
調停取下げ 

調停委員会は、２
回の調停期日の開
催等手続を進めた
が、申請人側から
調停申請を取下げ
たため、本件は終
結した。 

神奈川県 
令和６年（調）
第１号事件 

神奈川県 
住民１人 

神奈川県 
住民１名 

令和６年３月19日受付 令和７年３月３日
調停打切り 

 

ちょうせい　第121号（令和７年５月）　43



都道府県公害審査会の動き

事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

[隣家からの騒音
被害防止等請求
事件] 

申請人が現住所に引っ越して来
て以来、オール電化の被申請人
が約12年間に渡って使い続けて
いるヒートポンプシステム及び
換気扇の昼夜を問わない運転に
よる騒音と低周波の振動による
睡眠障害及び痙攣や吐き気や耳
鳴りや心臓部腹部への圧迫感や
手足の神経の痛みや息切れなど
の不定愁訴の不快症状を伴う甚
だしい体調不良を去年末から自
覚症状として来している今の現
状を、被申請人に運転を停止し
てもらったり、システムの時間
設定や強度を変えてもらった
り、それと連動して使われてい
る換気扇の長期使用によって摩
滅しているだろうモーターなど
の部品や老朽化しているヒート
ポンプシステムの給湯タンク及
びヒートポンプ一式の商品自体
を買い替えてもらうというよう
な、ありとあらゆる可能な対応
手段で現状の被害状態を変更し
ていただくこと。 
そのためには何より被申請人自
身が、ヒートポンプシステムや
それに付随して換気扇を使用し
ている自分たちが申請人にとん
でもない迷惑を掛け続けている
現状を自覚していただき、自ら
率先して現状を変更しようとす
る意思を持ってもらうことが必
要である。そうすることで、で

調停委員会は、今
後の進行について
協議したところ、
被申請人は調停に
応じる姿勢が見ら
れないことから、
これ以上手続を継
続しても合意が成
立する見込みがな
いと判断し調停を
打切り、本件は終
結した。 
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事件の表示 申請人 被申請人 請求の概要 終結の概要 

きればお互いが協力し合いなが
ら双方にとって良い解決に至る
方策を考え、それに基づいてで
きるかぎり争いごとにすること
なく円満解決に至ること。 

（注）上記の表は、原則として令和７年１月１日から令和７年３月 31 日までに各都道府県公害
審査会等から当委員会に報告があったものを掲載しています。 
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